
ナ さ ー の体温 と 7% ま 温の関係について 

五代 田 亜 i  チ珪 

最近，書籍の 整理をしている 時 ，渡島文場 ちに活魚の肛門に 棒状水温計を 差し込んで， 

勤務時代に調べた 資料が出てぎたので ，ふ化 その体温を測定し ， sP S 別に供講魚の 体温計 

場の現地にいる 方は誰しも知っていることで 数を測定した 尾数 で除し，ぞの 平均体温い 

ほ あ るが，ただ，                                                                                                                     をその日の親 無                                 

ので，何かの 参考になればと   巴   って書いて見 して記録し，全事業期間を 通じて ニ乙各 170 

ました。 尾，計 340 尾のさ け 親魚の体温を 測定した。 

                                                                                              睦た 七一 ] 同一時刻における 河水温，河口水温 

水温との間に 密接な関係のあ ることは，一般                                                                                         
に 認められているところであ るが，その間に                                                                                                               
お げるさげの体温と 水温，その他棲息環境 立                       とその環境との 関係図を作成した。 

びに湖上密度との 間には， どんな関連性があ 

るかを窺知する 目的で，下記の 力法によって Ⅱ 結果の概要 

遊楽部別 に 湖上するさげ 親 魚の体温を測定調 l. 別図に見られるように ，全期間 125, 

査 したもので，その 結果を記述する。 10.8 一 26                                       

ひ ら両性の平均 ) 平均体温は 5.3 。 C で，河 
1  体温の測定方法 

水温平均水温 4.5 。 C より 0 ． 8 。 C,                             
                                                                                                          均 温度 5.l 。 C より 0 ・ 2 。 C といずれもその 較 数に 

和 25 年 l0 月 8 日から，事業終了の 26 ヰ @-l 同 l3  おいて， 浦 々 高温を示し ，大体において ，水温 

日までの期間中， 4 一 5 口目毎に午前 8 時 か その他の自然環境の 推移と平行線を 辿る変化 

ら同 l0 時の間に 甲 5 同数」 l 回の測定 尾 数 l0  の 足 どりを示しているが ，然し詳細に ，全期 

尾 ) を 網ゥ ラ イ または畜養槽から 取 揚げ， 直 問を初期，盛期，終期に 分けて観察すると ，           
初期 (10 ・ 8- Ⅱ           平均体温 9.4 。 C …河水温」より 平均 1.2 。 C 高 ，河ロ水温より l.7,C 高 

盛期 11l.1l 一 12                                   2 。 C …河水温より 平均 0 ． 6 。 C 高 ，河口水温より 0 ・ 4 。 C 低 

終期 12.l7 一 l.l3)                                      5 。 C …河水温より 平均 2 。 C 高 ，河は水温より 0 ・ 4 。 C 低 
  

となっていて ，時期によっては 必ずしも平行・ 河水温との較差 6l.2 。 C 高 ， 宇 0 ． 8 。 C 高 という 

線 が同一軌道を 辿っていない ， 結果を得た。 

このことは，環境による 魚体温への影響が   
必ずしも絶対的なものではなく ，あ くまでも 温もあ る程度までは ，その影響を 受けて低下   

相対的なものであ ることを示しているよ う で するが一定限度に 達するとそれ 以下に，容易 

あ る。 に低下しないもののように 考えられる， 

26 年 l 月 l0 日早朝 6 時 30 分に，気温 一 l0 。 C  2.  次にさけの体温． と 湖上密度との 関連性 

河水温 一 0 ． 4 。 C の条件下において ， 9, さ各 については，湖上 規 魚の体温と捕獲 尾放 との 

l 尾 ( 宰は採卵後の 老 魚 ) の体温を測定した 関係 表 によって数字的に 対照して 見 ; たとこ 

ところ 6 の体温 0 ． 8 。 C, 甲の体温 0 ． 4 。 C を示し ろ 
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初期平均体温． 9.4 。 C  捕獲 尾数 62l 尾…全捕獲 尾数 との比率 8.l%, 採卵比率 6.7% 

盛期 ク 4.2 ク 6,339 尾   82.9%,  ク 8.6% 

終期 ク l.5   686 尾     
という数字を 得た。 初期 (l0 ． 8 ～Ⅱ． l0) ( 平 註 ，初期，終期における 採卵比率が捕獲 比 

均 体温 9.4 。 C) の l カ月における 捕獲数は 62@  率よりもさらに 低率を示しているのは ， 初 

尾で 総捕獲数のわずかに 8.l 0/1,%, 採卵 数は 総 則 においてに時期尚早と 高水温が産卵の 好 

採卵数に対しさらに 低 比率で 6.7% を示して 適期に達しないための 未成熟 急 が捕獲され 

いる。 たこと，終期においては 自然 放卵 後のもの 

終期 (l2.l7-l.l3)  W 平均体温 l             または低水温に よ る生殖機能の 衷 退によ る 

l 力 月における捕獲数は 686 尾で総捕獲数の ものと推測さ 才 Ⅰ る " 

9%, 採卵数は 7.3% で捕獲，採卵ともに 初 これを前記の 体温と河水温ならびに 河口水温 

期 同様きわめて 貧弱な比率を 示している。 こ との較差 度 とを併せて考察すると ，初期にお 

れに反して盛期 C Ⅱ．Ⅱ -l2.16)  ( 平均体温 いては上記の 通り河水温より l.2 。 C 高 ，河口 

4.2 。 C) の 35 日間においては ，捕獲居敷 6,339  水温より l.7 。 C 高 となるが，盛期においては 

尾で総数の 83%, 採卵数においては 86% の 高 河水温との較差 0 ． 6 。 C 高 ，河口水温とは 0 ． 4 。 C 

比率を示し，捕獲，採卵ともに 本年度の数字 低 となって，初期に 比べてその較差 度 が非常 

の 大部分が盛期の l ケ 月余りの期間の 成績に に縮められ，体温，河水温，河口水温の 3@3 

よって決定されている。 の 線がきわめて 接近した温度をたどって 昭 々 

遊楽部別における 汎 上さけ親魚の 体温と河水温，気温，捕獲，採卵 数 との関係 表 
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平行線を描いている ，そして，その 傾向は捕 いては平均 0 ． 2 。 C 弱 S が高い 

獲の最盛期において ，特に顕著であ ることが 初期においては 平均 0 ． l6 。 CgtJ6 が商い 

見出される。 これに反し終期においては ，河 盛期 ク ク 0 ． 2@  ク 

水温とは 2.0 。 C 高 ，河口水温とは 0 ． 4 。 C 低 と 終期 ク ク 0 ． 23  ク 

いう較差度を 示し，再び遡上親魚の 体温と河 という記録を 示している。 

水温との較差が 大きくなってきている。 した 初期の前半期，即ち 捕獲 魚 のうちにまた 未 

がって，上記の 事実を総合的に 推測して見る 成熟の親魚を 見受げられる 時期においては ， 

と，遊楽部別 に 湖上するさ け 親魚において 甲 8 期魚の体温はほとんど 差異を認めないが 

は，その体温 6.0 。 C-3.0 。 C, 河水温 5.5 。 C 一 盛期に近づくにしたがってごく 僅少度の較差 

2.5 。 C, 河口水温 5.0 。 C-3.0 。 C の線を示す 条 が現われ初め ，終期に入って 自然 放卵 後の 9 

                                                                                                          の 体温が 6 の体温に比し 特に低温度であ るこ 

度の最も高い 産卵の好適期であ る， というこ                                                                                                         こうした 

とになるものと 思われる， 現象が，如何なる 原因に よ るものであ るか 

    性別体温の記録に よ る g f 親 魚の体温」 は ， 詳らかではないが ，参考までに 付記して 

                                                                                                        記述を終ります。 

6 の体温が￥のそれよりきわめて 僅少であ 参考文献 体温生理学                                     

るが高温度を 示し，その較差は 全期間にお 魚学   
からふとますの 資源の変動について 

l967 年の国際太平洋さけ・ます 漁業委員会 くなる。 

の報告書を最近読みましたが ，そのうち気の その水位をへ ル スゲート CHe@@s gat ピリ 

付いた点を述べてみます。 ご 承知の通り，同 で観測して， 33 以上ゲージ C 時は不良 

委員会はブレザー 川のさげ・ます 資源維持の (Poor), 27-33 の時は良 (Fa@ ， 27 町 

ため， ヵナダ と合衆国とから 委員が出て構成 下の時は良好 (Gocd) と大体分けて 考 

されているもので ， フンザ一水系についての えている。 

みであ るから，この 例を直接わが 国に当ては 第 2 の要因は : ふ化時期の水温であ り，生き 

めるということは 勿論できないが ， こういう 残りと反対の 関係にあ り，高温は悪     

見方もあ るということで 参考までにご 覧願い 低温が良い。 年々の平均水温は 35 。 F 一 

ます。 なお， この水系は天然ふ 化で資源を維 45.5 。 F の間にあ る。 

持している河川であ ります。 からふとますが 河川を去るのは 3 月に 

からふとますはその 大部分が ， 生き残りに 始まり，附近の 島々の浅瀬におり 大食し 

関係していることは 今日知られていることで て 深い水域では 6 月末まで見られ ，それ 

あ りますが， この資源の変動には 三つの環境   
要因があ ります。 第 3 要因は : 4 一 8 月までの河ロ 水温と最終 

第 l 要因は : 産卵ピーク時の 増水にあ り， そ 的な親魚の生き 残りとの間に 反対の関係     
産卵 期 に河水位が高ければ 高 い ほど， りの決定をする。 

冬の水位が下った 時 ，産卵床の露出が 多 l958 年ハ一ノン                                           
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